
む ら

「ディスカバー農山漁村の宝」（第４回選定）

　第３回有識者懇談会 議事次第   

日時：平成29年11月22日（水）

16時40分～17時05分

場所：総理大臣官邸３階南会議室

１ 開 会

２ 議 事

（１ 「ディスカバー農山漁村の宝 （第４回選定）のグランプ） 」
む ら

リ及び特別賞について（案）

（２）意見交換

３ 閉 会

【配付資料】

資料１ 「ディスカバー農山漁村の宝 （第４回選定）グランプリ及」
む ら

び特別賞について（案）

資料２ グランプリ及び特別賞選定に係る有識者懇談会委員の主な

コメント

参考１ 「ディスカバー農山漁村の宝」有識者懇談会委員名簿
む ら

参考２ 「ディスカバー農山漁村の宝 （第４回選定）選定地区一覧」
む ら



資料１ 

「ディスカバー農山漁村
む ら

の宝」（第４回選定） 

グランプリ及び特別賞について（案） 

グランプリ 

NPO 法人 ASO
あ そ

田園空間博物館（熊本県阿蘇市
あ そ し

） 

・道の駅に多言語対応可能な観光窓口を設置し、訪れた外国人旅行者は、平成 27 年ま
での４ヶ年で、約 1,800 人から約 2,900 人に増加

・熊本地震により旅行者が減ったため、通信販売での地元特産品の販売を強化し、平
成 28 年の売上は前年の約 20 倍に増加

特別賞 

(1) フレンドシップ賞（インバウンドに対応した農泊に取り組む優良事例）

大歩危
お お ぼ け

・祖
い

谷
や

いってみる会（徳島県三好市
み よ し し

）

・香港やシンガポールの裕福層の誘客に取り組み、外国人宿泊者数は、直近５ヶ年で
約２千人から約１万５千人に増加

(2) ジビエグルメ賞（捕獲鳥獣をジビエ等に有効活用している優良事例）

古座川
こ ざ が わ

ジビエ振興協議会（和歌山県古座川町
こざがわちょう

）

・ジビエ料理の普及のため、地元小中学校の給食でジビエ料理を提供するとともに、
シカ肉を活用した「里山ジビエバーガー」を開発し、年間３万個を販売

(3) チャレンジ賞（輸出に取り組む優良事例）

（有）飛騨山椒（岐阜県高山市
たかやまし

）

・高齢者による山椒収穫と女性による商品開発に取り組み、フランスの商談会等への
出展により、平成 29 年の輸出額は約２百万円となる見込み

(4) アクティブ賞（女性や高齢者、障害者が活躍している優良事例）

社会福祉法人 こころん（福島県泉崎村
いずみざきむら

）

・障がい者の社会参加、就業支援のため地域の農産物や加工品を販売する直売所を運
営し、直近５ヶ年で売上が約２千万円から約５千８百万円と約３倍に増加

(5) プロデュース賞（６次産業化の推進に取り組む優良事例）

釜石地方森林組合（岩手県釜石市
かまいしし

）

・東日本大震災をきっかけに、他業種との連携による新たな木製品を開発し、直近２
ヶ年で売上が約４百万円から約６百万円に増加



資料２ 

グランプリ及び特別賞選定に係る有識者懇談会委員の主なコメント 

賞 名 地 区 名 有識者懇談会委員のコメント 

グランプリ 
ＮＰＯ法人 

ＡＳＯ
あ そ

田園空間博物館 

・田園空間博物館にあらゆる人が参加できる仕組みを

構築し実現した取組

・総合力と今後の企画力に期待

・多言語対応可能な観光窓口機能を確立させ、インバ

ウンドを増加させている点、震災復興では、通販事

業を強化し売上を確保した点を評価

・積極的なインバウンド対策、SNS を有効利用した戦

略、熊本地震からの復興ストーリー

フレンドシップ賞 大歩危
お お ぼ け

・祖
い

谷
や

いってみる会 

・外国人宿泊者数の驚異的増加

・中山間地域として素晴らしいレベルだが、平場では

これを大きく超える規模のものもあるので、今後の

更なる取組に期待

・各ホテルを売り込むのではなく、ホテル５社が協力

し、地域を売り込むことを大命題とし、特に外国人

観光客を大幅に増加させた点を評価

ジビエグルメ賞 古座川
こざがわ

ジビエ振興協議会 

・ジビエに対するイメージアップに積極的に取り組

み、ハンバーガーの開発、学校給食への導入に取り

組んでいる点を評価

・ジビエの教育や里山ジビエバーガーの普及に寄与

・ジビエの販路はプロユースが多いが、地元へも目配

りしている点を評価

チャレンジ賞 （有）飛騨山椒 

・地域の宝物のブランド化に成功、女性のアイデアの

勝利 

・高齢化が進む中、山椒農家の数、収穫量とも増加し

ている点、国内だけでなく、海外の商談会にも出展

し販路を拡大している点を評価

・日本生まれの香辛料の逸品、深山の宝を世界にまで

発信しており、まさしく“むら”の宝

アクティブ賞 社会福祉法人 こころん 

・障がい者の就労支援など、今後の地域振興のモデル

・高齢のため継続ができなくなった養鶏場や耕作放棄

地を活用し、障がい者の生活習慣見直し、経済的自

立につなげている点を評価

・特産品販売に障がい者も積極的に参加し、地域復興

にも寄与

プロデュース賞 釜石地方森林組合 

・林業の価値を高め、関わる人材を増やしている

・地域の 90％を占める森林資源に着目し、林業スクー

ルによる次世代リーダー育成、交流人口拡大による

定住、移住を促している点を評価 

・震災復興というストーリー、地域の次世代リーダー

の育成を行っている点を評価



「ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝」有識者懇談会委員 

あん・まくどなるど 上智大学大学院教授、慶應義塾大学特任教授 

今村 司  日本テレビ放送網(株)事業局長 

織作 峰子  大阪芸術大学教授、写真家 

田中 里沙 事業構想大学院大学学長、(株)宣伝会議取締役 

永島 敏行  俳優、(有)青空市場代表取締役 

（座長）林 良博  国立科学博物館館長 

藤井 大介 (株)大田原ツーリズム代表取締役社長、 

(株)ファーム・アンド・ファーム・カンパニー代表取締役社長 

三國 清三  オテル・ドゥ・ミクニ オーナーシェフ

向笠 千恵子   フードジャーナリスト、食文化研究家、

郷土料理伝承学校校長 

横石 知二  (株)いろどり代表取締役社長 

（五十音順：敬称略） 

参考１ 
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